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日本はストレス社会と言われはじめてから久しいが、抜本的な解決策を見出せずに今日に至っている。

私どもは、栄養学的アプローチで脳とこころの疾患を克服することを目標とし、研究している。主にラッ

ト、マウス等の実験動物を用いて、農産物等の天然素材やその成分に抗うつ、抗ストレス作用がないか探

索している。また、うつ病のモデル動物を作成し、モデルの栄養および代謝特性について調べている。本

講演では、私どもが研究対象としている社会的敗北モデルから得た研究成果を紹介する。社会的敗北モデ

ルはうつ病モデルとして広く研究に利用されているが、その栄養・代謝などについては未知の部分が多い。

私どもは、本モデルの血漿、肝臓、盲腸のメタボローム解析を行い、敗北ストレスで変動する代謝産物を

見出しているので、それら分子について報告するとともに、栄養学的アプローチでうつ病を予防すること

は可能かどうか議論していきたい。 
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